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◆圏鯛：急速にグ回…パ卵化鋼H1篭す篭現状豊踏震え、譲轍F鐘とも憾蝋遮腕戴養､問題ii鱗力等②鼠際薗素養篭糞艫付懲、
籍来鰯健政瀧､；鰯、法律､零$i瀞⑲分騨縫お職て銅際鯛腱活鰯雷きるグ迩一パル珊一グー壷、闘鶏i辮校段鰭か魯育Hi上する。

◆事業蝿li:鬮鬮騰逓醗愚I燕内外の大学や企業､属際機蕊籍と蕊l鋳を磯鯵、外国譜(特腱英謝を使うi飴の鑛躍i漣鱒雛､先
鍵的な人〕iC科学･獄舎騨粉野③教育③塗鐵１１鶴に触爆議饗高馨学校等蓬「スーパーグ画一パ難ハイスタール」腫錯瀧隆
震鋤識閣加寿ユラム鰯關露･劉欝亨占詮の鯵劉整鑑i壷鑓曇‘
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人轍傘プ画ゲラム
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【主な】､R組】
・人文科学･社会科学分野鰯先進的な教育課程⑨麗発･実践(教責課程､Ｄ鋳鋼鯉活用藍想定）
･的ﾚｰﾌﾟﾜｰｹﾞ轡脅ｽｶｯｼ説篭謂査1,W究・鐘文ｻﾞ賊･曽沁趣ﾃﾞｰｼｮﾝ②実繼(蕊語燃馳､>も蜜ｉ【>）
・国際鏑素護憲鳥礁鮒すた繊一パル･ﾘｰﾀﾞｰ⑱育成を鬮愚捻導方法の研究･雷讓【
゜嬬掴･外国人生縫の積極911受入
・海外研総意鰹海外､，嘗校響大学との変流鍵会の充実，
。外露人議資③活露(｢霧-お雇い外團人教師｣）
駄穀の連携】#
・人文科学･社会科学分野､，教員や篭婦團Ｐ外團人教員の派遣
･入試の改善による生捷の学習内容､,適切潅評繩
・単位認定壷含む高大連携ｶｹﾞﾗﾑの提I鍵
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屡鯛鯉凰三宅i露l=翌U国皀鰯雲ｉ－ｈⅡ
Ｏ国際バカロレア(旧)は､国際バカロレア機構(ＩＢＯ:本部ジュネーブ)が実施する国際的な教育プログラムであり．

用なツールの－つ。グローバル人 る

Ｏこのうち､１ｓ歳一19歳を対象としたデイプロマプログラム(ＤＰ)は､所定のカリキュラムを履修し､最終試験に合格
｡!｡●■で｡

取得できるプログラムであり、 の主要な大学においてに通用する大学入学資格(旧資格)をすることで、

入学選考等に広く活用．ＬＬ
※この他､３～１２歳を対象としたプライマリー･イヤーズごプログラム(PYP)、１１～１６歳を対象としたミドルイヤーズ｡プログラム(MYP)がある。

''''''１
二二

P

○現在､我が国におけるIBの普及･拡大に向けて､以下の取組が実施。

･国際バカロレア日本語デユアルランゲージデイプロマ(｢日本語ＤＰ｣)の開発･導入
平成25年度から､国際バカロレア機構との協力の下､ＤＰの科目の－部を曰本語でも
実施可能とする｢曰本語ＤＰ｣の開発･導入に着手。

｡｢国際バカロレア｡デュアルランゲージdディプロマ連絡協議会」

＋東京学芸大学を中心とした､'Bに関心を有する高校等の連携･情報共有の場。
｡｢国際バカロレア日本ア窯バイザリー委員会｣の設置
高校｡大学･経済界等の有識者が､我が国における旧の普及について議論｡IBOが設置。

全認定綾２，４１２２`霜８３，１０８３t2s４３，４随獺６４(２６】蕊

ＤＰ

ＭＹＰ

ｴ8)蕊

(7)蕊

皿)識
PYP

堂加８：Z｡｡③加１０重ＭＢ２ＭｚＺＭ３ｐｇ
※()内は日本国内の学校数。

Ｈ25年９月現在.日本のDP認定校数は18校(うち－条枝は5校)。

｢日本再興戦略一JAPAN【$BAC冊」（平威孟5年⑥月1旧閣議決定）
。－部日本語による国際パカロレアの教育プログラムの開発・導入等を適い国際パカロレア認定桟等の大幅な増加を目指す（釦１８年までに=⑥o桟）
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■ ３ 国トハカロレアの苣及拡大について
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③ ｐ】二璽亟2＝エエ

IBにおいてディプロマプログラム(DP)の科目の一部(経済､歴史､生物､化学、
TheoryofKnowIedge､EXtendedEssay､CreativitWAction/SeⅣice)を日本語で

も実施可能とする｢日本語DP｣を開発･導入し､IBの普及･拡大を推進。
※平成２５年度予算において､日本語DP開発経費5ｓ百万円を計上。

･授業､試験は､母語を除き､１１英語､フランス語、

スペイン語で実施(－部、ドイツ語､]中国語でも
実施可)。

･カリキュラムはs科目(言語と文学ご言語習得、
個人と社会ご実験科学､数学とコンピューター

科学､芸術)から選択するほかもＢ要件

（TheoryofKnowIedge､ExtendedEssay、

Creativity/Action/Service)を満たす必要ｄｆＬ
．．．￣‐‐．、－－．月．；

･ＤＰ資格を取得するためには､所定の課程をす
べて修了し､筆記試験において４５点満点中：

２４点以上を取得することが必要｡J:！…山1:ニー

…
１

－－－￣－－－－－－－－－－－－－－－－－￣－－－－￣￣-－１

１（参考）
|日本語DPによる旧候補枝認定に係る｜
|最短ｽｹｼﾞﾕｰﾉ四
I・平成25年１０月
ＩＩＢに対して最初の候補校申請
l・平成幻年２月頃
IIBから最初の候補枝が認定

許i裏鰯豈爆,年生が入学
|・平成朗年1１月１
１最初の認定枝でs年生が試験
|・平成so年ｓ月
’最初の認定枝から３年生が卒業ｌ
Ｕ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【曰本語DP導入の効果】

○曰本人教員による指導が容易に

Ｏ優秀な曰 貢の確保。

-こし
Ｏ国際バカロレアＤＰの導入が容易に

－□－
Ｏ国際バカロレア認定枝の増加

⑱

－□－
・ＤＰではく基本的に英語で授業｡試験を行う必

（要があり(母語を除く)､導入に当たっては､=英
語で指導可能な教員(主に外国人)の確保等に

課題がある６

.なお､我が国の旧認定枝は24校｡このうち､Ｄ

Ｊ，P実施枝は]已校。

Ｏグローバル人材の育成


